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1 はじめに

私たちは、総合的な学習の時間に「私たらと私たちの過よ・硯在・木来Jというテーマで、故郷

の現在と未来を環阜ーという視点でとらえ直し、微牛ー物を有効に活用して環境の浄化に役立てる方法

を研究することにしたc

2 研究の方法

(1) 微生物を安定して所性化させる方法

① 実験に利用する微生物

アコウボ菌 イコウジ薗 ウナットウ菌 エ乳酸菌 オピブィズス菌

② 祈性化在確認する方U~

-有機物の分解によってできる一二階化炭素を明気中に逃がすことで減少する且さを24時間特に

測定し活性化に必要な時間、活性を失うまでの時聞を測る。

・腐敗臭や具臭がする場合は、同的以外の雑菌が発牛.したこととして、実験を中l卜するc

@ 活性化に適した環i克を調べる

-微小ー物に粧を与えて活性化させた場合、液状の培地に比ベオガクズの培地は活性化に効果が

ありそうな予備実験の結果が得られた。そこで、おが屑のイメージから、発泡した素材や水

分を吸収しやすい素材を集めてiii"性化の違いを調べる。

(2) 活性化した微生物を環境浄化や環境改善に活用する方法

①微生物が上壌に良い環境をつくり、植物の成長に効果が川るか確かめる実験

・短期間で成長するカイワレ大根を使って、共l照丈一験と比較し、成長の早さに違いが起きない

か確かめるc 5開類の菌類を活性化させ、 3カ所から採取した土を焼いて混ぜ、その中でカ

イワレ大根を育てる。

② 微'tて物が汚;kを浄化することができるか確かめる実験

・実験用の水として緑川ダムの水を用い、 5種類のI翁をアノレギン酸ナトリウムでリアクター

(微小物カプセノレ)をつくり、ダムの水を時化できるか確かめるc

. r争化の目安は、透明な蒋探に入れた水に光を当て、通過する光の量をデジタルルクス計で測
定し数値の比較で確かめる。

3 研究の結果

(1 )微斗;物を安定して活件jじさせる)J法

① 実験1:菌類の活性化実験

-微牛.物に適度なiml度と十分な長分(砂糖)を与える

と、菌類を活件一化状態にできるリ写真は、コウボ菌

を活性化させる実験を行ったときのコウボ商の顕微

鋭写買である恒各個体の大きさが不揃いなことが多

かったt
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ドライイースト コウボ菌
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